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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 22,629 0.6 1,857 47.1 1,716 26.6 1,169 25.9

28年３月期第２四半期 22,486 △2.6 1,263 △7.0 1,356 △1.3 928 △5.4
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 877百万円(1,515.5％) 28年３月期第２四半期 54百万円(△93.8％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 45.16 ―

28年３月期第２四半期 35.86 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 43,977 24,283 50.4

28年３月期 43,663 23,503 48.8
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 22,172百万円 28年３月期 21,307百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 3.00 ― 3.50 6.50

29年３月期 ― 3.50

29年３月期(予想) ― 4.00 7.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,000 1.0 2,850 1.3 2,900 3.2 2,000 5.0 77.21
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 26,801,452株 28年３月期 26,801,452株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 900,850株 28年３月期 899,348株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 25,901,585株 28年３月期２Ｑ 25,902,653株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時
点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、資源価格低迷による新興国経済の停滞は有りましたが、中国では

経済減速に一定の歯止めが掛かり、欧米先進国でも個人消費が下支えになり緩やかな回復を維持しております。

しかしながら英国のEU離脱問題による世界的な金融市場の混乱や、日欧の継続的な金融緩和を始めとする世界的な

低金利圧力、海外経済の動向を窺う米国の利上げ観測の後退など不安定な要素も見られました。

わが国経済につきましては、熊本地震後の生産回復による自動車業界などの企業景況感の改善や、所得環境の改善、

個人消費も底打ちしつつあるものの、円高の影響により製造業を中心に企業業績の悪化が見られ、天候不順や中国人

観光客の爆買い一服など非製造業にも弱さが見え、全体的に停滞感がありました。

このような経済情勢の下、当社グループでは顧客により密着した事業活動の展開を基軸に、マーケティング力を強

化し、主力の自動車業界や電器・電子部品業界の市場動向に注力しながらグローバル生産体制の最適化を図ると共に

販売強化に努めてまいりました。

　当社としましては、国内事業の競争力強化と海外収益の拡大を経営の両輪として製品開発や海外展開を推進してお

ります。

その結果、当社グループの第２四半期の連結業績は、売上高22,629百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は

1,857百万円（前年同期比47.1％増）、経常利益は1,716百万円（前年同期比26.6％増）となり、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は1,169百万円（前年同期比25.9％増）となりました。

　

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

　

・機械部門

食品機械や食品材料販売は国内市場において順調に推移し、自動車用内装製造設備や塗装設備の製造販売が特に米

国市場において好調に推移しました。前年同期に比べ大型案件の売上がなく減収ですが、付加価値のある製品の投入

や原材料コスト等の原価低減により増益となりました。

当部門の売上高は1,495百万円（前年同期比4.3％減）、営業利益は106百万円（前年同期比185.8％増）となりまし

た。

　

・化成品部門

自動車業界向け製造販売は、国内では一部顧客の復調もありましたが、低調に推移しました。海外においては中国、

メキシコ、インドでの製造販売はそれぞれ好調を維持しました。前期実施したリストラ効果もあり、また原材料コス

トの原価低減などの収益アップに努め、事業部門全体としては製造販売量も増加しておりますが、円高の影響があり

減収増益となりました。

当部門の売上高は7,408 百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益は850百万円（前年同期比7.5％増）となりまし

た。

　

・化学品部門

国内市場や東南アジア市場への一般工業用ケミカル及び特殊ケミカルの製造販売が好調に推移し、また大型の設備

機械の売上も計上し、増収増益となりました。

当部門の売上高は2,885百万円（前年同期比10.0％増）、営業利益は188百万円（前年同期比114.7％増）となりまし

た。

　

・産業用素材部門

家電用防音材の製造販売は、国内では顧客の減産もあり厳しい状況が続きました。海外では円高の影響もありまし

たが、順調に推移しております。また、自動車用防音材の製造販売は、海外を中心に自動車メーカーの生産動向の影

響で売上高が増加しております。

当部門の売上高は7,708百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益は509百万円（前年同期比170.7％増）となりまし

た。

・化工品部門

アジア市場におけるファインケミカル製造販売は、顧客の増産や新規製品採用などが寄与し製造販売は順調に推移

しておりますが、円高の影響がありました。国内市場のカーケアケミカルは天候に左右されましたが順調に推移し、

さらには洗浄設備の大型案件もあり好調に推移しました。

当部門の売上高は1,965百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は130百万円（前年同期比78.2％増）となりまし

た。
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・その他部門

中国やロシアからの輸入販売は順調に推移しておりますが、国内での燃料等の販売価格下落により減収減益となり

ました。

当部門の売上高は1,165百万円（前年同期比7.5％減）、営業利益は72百万円（前年同期比15.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ313百万円増加し、43,977百万円となりま

した。主な要因は、商品及び製品の減少（399百万円）、為替の影響による海外子会社の固定資産金額の下落等による

有形固定資産の減少（447百万円）がありましたが、保有株式の時価の上昇等による投資有価証券の増加（1,276百万

円）があったことによるものです。

負債は前連結会計年度末と比べ465百万円減少し、19,693百万円となりました。主な要因は、短期借入金の増加

（543百万円）がありましたが、１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の減少（925百万円）によるものです。

純資産は前連結会計年度末と比べ779百万円増加し、24,283百万円となりました。主な要因は、為替換算調整勘定の

減少（1,136百万円）がありましたが、利益剰余金の増加（1,079百万円）及びその他有価証券評価差額金の増加（924

百万円）があったことによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結会計期間

末に比べ、532百万円の増加の7,092百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1,716百万円（前年同期は1,359百万円）、減価

償却費511百万円（前年同期は544百万円）、為替差損114百万円（前年同期は25百万円）、法人税等の支払額454百万

円（前年同期は313百万円）等により、1,546百万円の収入（前年同期は830百万円の収入）となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規製造設備・自動車用金型等の有形固定資産の取得による支出485百万円

（前年同期は354百万円）、ソフトウェア等の無形固定資産の取得による支出36百万円（前年同期は82百万円）、関係

会社出資金の払込による支出209百万円等により、758百万円の支出（前年同期は372百万円の支出）となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額によるキャッシュ・フローの収入624百万円（前年同

期は79百万円）、長期借入金の借入による収入600百万円、長期借入金の返済による支出1,525百万円（前年同期は163

百万円）、配当金の支払90百万円（前年同期は77百万円）等により、457百万円の支出（前年同期は219百万円の支

出）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結会計期間における業績は概ね計画通りに推移しており、前回公表の計画（平成28年５月10日付決算

短信）に修正はありません。また、今後におきましても、経済環境や市場動向を注視し、業績予想の適切な開示に努め

てまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当該変更により、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

（４）追加情報

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連

結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,261,355 7,103,674

受取手形及び売掛金 11,899,853 11,899,836

商品及び製品 3,398,693 2,999,404

仕掛品 379,604 336,976

原材料及び貯蔵品 1,074,567 979,512

繰延税金資産 321,037 322,895

その他 748,991 743,576

貸倒引当金 △42,018 △27,872

流動資産合計 25,042,084 24,358,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,113,607 7,947,254

減価償却累計額 △5,010,859 △4,978,813

建物及び構築物（純額） 3,102,748 2,968,440

機械装置及び運搬具 7,123,033 6,825,316

減価償却累計額 △5,153,758 △5,043,216

機械装置及び運搬具（純額） 1,969,275 1,782,100

土地 6,145,819 6,088,932

リース資産 341,603 380,068

減価償却累計額 △204,088 △220,135

リース資産（純額） 137,514 159,932

建設仮勘定 67,252 91,805

その他 3,597,137 3,498,959

減価償却累計額 △2,950,725 △2,968,628

その他（純額） 646,411 530,330

有形固定資産合計 12,069,022 11,621,542

無形固定資産

借地権 53,211 46,661

リース資産 1,404 999

のれん 457 228

その他 416,421 442,385

無形固定資産合計 471,495 490,275

投資その他の資産

投資有価証券 4,244,614 5,521,068

長期貸付金 260,394 260,394

繰延税金資産 148,531 146,638

その他 1,615,099 1,766,311

貸倒引当金 △187,687 △187,143

投資その他の資産合計 6,080,952 7,507,268

固定資産合計 18,621,470 19,619,085

資産合計 43,663,555 43,977,089
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,029,524 6,774,923

短期借入金 3,021,433 3,565,417

1年内返済予定の長期借入金 3,551,680 2,235,014

リース債務 74,836 85,068

未払法人税等 508,344 454,187

賞与引当金 598,686 603,154

繰延税金負債 72 62

その他 1,429,270 1,396,164

流動負債合計 16,213,847 15,113,992

固定負債

長期借入金 1,505,799 1,896,906

リース債務 72,678 86,982

繰延税金負債 549,167 847,273

役員退職慰労引当金 218,899 181,110

退職給付に係る負債 1,468,477 1,444,003

資産除去債務 15,776 15,227

その他 115,051 108,321

固定負債合計 3,945,850 4,579,824

負債合計 20,159,697 19,693,817

純資産の部

株主資本

資本金 2,201,205 2,201,205

資本剰余金 2,277,399 2,277,399

利益剰余金 14,124,216 15,203,266

自己株式 △206,792 △207,289

株主資本合計 18,396,028 19,474,581

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,126,388 3,051,138

繰延ヘッジ損益 △2,879 △8,168

為替換算調整勘定 793,896 △342,304

退職給付に係る調整累計額 △6,371 △3,185

その他の包括利益累計額合計 2,911,034 2,697,480

非支配株主持分 2,196,794 2,111,210

純資産合計 23,503,857 24,283,272

負債純資産合計 43,663,555 43,977,089
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 22,486,549 22,629,690

売上原価 16,942,815 16,738,283

売上総利益 5,543,734 5,891,406

販売費及び一般管理費 4,280,496 4,033,416

営業利益 1,263,238 1,857,990

営業外収益

受取利息 15,557 13,034

受取配当金 26,060 31,727

持分法による投資利益 50,190 77,737

その他 48,246 45,981

営業外収益合計 140,054 168,481

営業外費用

支払利息 32,406 30,040

為替差損 2,172 268,723

その他 12,039 10,785

営業外費用合計 46,618 309,549

経常利益 1,356,673 1,716,922

特別利益

固定資産売却益 4,601 2,019

保険差益 5,651 -

特別利益合計 10,253 2,019

特別損失

固定資産売却損 4,476 822

固定資産除却損 3,425 1,284

特別損失合計 7,901 2,106

税金等調整前四半期純利益 1,359,025 1,716,835

法人税、住民税及び事業税 326,068 422,737

法人税等調整額 △10,234 1,268

法人税等合計 315,833 424,006

四半期純利益 1,043,191 1,292,828

非支配株主に帰属する四半期純利益 114,234 123,121

親会社株主に帰属する四半期純利益 928,956 1,169,707
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,043,191 1,292,828

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △791,697 688,290

繰延ヘッジ損益 6,354 △5,289

為替換算調整勘定 54,701 △1,321,582

退職給付に係る調整額 12,385 3,185

持分法適用会社に対する持分相当額 △270,624 219,984

その他の包括利益合計 △988,879 △415,411

四半期包括利益 54,311 877,417

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,402 956,152

非支配株主に係る四半期包括利益 66,713 △78,734
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,359,025 1,716,835

減価償却費 544,310 511,187

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,750 △8,577

賞与引当金の増減額（△は減少） 45,594 6,119

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △52,249 △17,221

受取利息及び受取配当金 △41,618 △44,762

支払利息 32,406 30,040

持分法による投資損益（△は益） △50,190 △77,737

有形固定資産除却損 3,425 1,284

有形固定資産売却損益（△は益） △124 △1,197

為替差損益（△は益） 25,099 114,478

売上債権の増減額（△は増加） 444,377 △501,438

たな卸資産の増減額（△は増加） 96,750 204,187

仕入債務の増減額（△は減少） △831,796 115,902

その他 △440,694 △70,026

小計 1,129,567 1,979,076

利息及び配当金の受取額 46,149 50,669

利息の支払額 △32,550 △28,471

法人税等の支払額 △313,023 △454,740

営業活動によるキャッシュ・フロー 830,142 1,546,534

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 3,282 -

有形固定資産の取得による支出 △354,878 △485,209

有形固定資産の売却による収入 5,611 6,296

無形固定資産の取得による支出 △82,950 △36,056

投資有価証券の取得による支出 △4,755 △5,305

貸付けによる支出 △315 △30,920

貸付金の回収による収入 - 151

関係会社出資金の払込による支出 - △209,905

その他 61,426 2,019

投資活動によるキャッシュ・フロー △372,579 △758,928
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 79,015 624,728

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△56,553 △57,904

長期借入れによる収入 - 600,000

長期借入金の返済による支出 △163,336 △1,525,838

配当金の支払額 △77,709 △90,657

非支配株主への配当金の支払額 - △6,849

その他 △558 △497

財務活動によるキャッシュ・フロー △219,141 △457,016

現金及び現金同等物に係る換算差額 26,952 △486,488

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 265,374 △155,900

現金及び現金同等物の期首残高 6,271,658 7,247,926

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 22,453 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,559,486 7,092,026
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当該事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

(注) １
合計 調整額

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)２
機械部門

化成品

部門

化学品

部門

産業用

素材部門

化工品

部門
計

売上高

外部顧客への売上高 1,563,215 7,662,136 2,621,950 7,461,548 1,917,527 21,226,378 1,260,170 22,486,549 ― 22,486,549

セグメント間の

内部売上高又は振替高 40,575 109,291 37,942 79,991 459 268,260 401,269 669,530 △669,530 ―

計 1,603,790 7,771,428 2,659,892 7,541,540 1,917,987 21,494,638 1,661,440 23,156,079 △669,530 22,486,549

セグメント利益 37,159 791,616 87,814 188,251 73,363 1,178,206 85,031 1,263,238 ― 1,263,238

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸を

含んでおります。

２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

(注) １
合計 調整額

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)２
機械部門

化成品

部門

化学品

部門

産業用

素材部門

化工品

部門
計

売上高

外部顧客への売上高 1,495,706 7,408,513 2,885,347 7,708,951 1,965,461 21,463,980 1,165,710 22,629,690 ― 22,629,690

セグメント間の

内部売上高又は振替高 16,097 91,516 39,996 108,546 1,888 258,043 236,468 494,512 △494,512 ―

計 1,511,803 7,500,030 2,925,343 7,817,497 1,967,349 21,722,024 1,402,178 23,124,202 △494,512 22,629,690

セグメント利益 106,217 850,900 188,548 509,544 130,735 1,785,945 72,044 1,857,990 ― 1,857,990

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸を

含んでおります。

２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。

　

　２.報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更して

おります。

なお、当該変更により、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

決算短信（宝印刷） 2016年11月07日 16時39分 12ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


	サマリー分
	0683209682810

